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と有徳な
内面的性向















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4
を意識的に






































































































































本 的 課 題 と し て 設 定 し て い る こ と で あ る






































































































































































































 7 こ れ ら 2 つ の 理 由 は， 評 価 を 欲 す る 道 具 的 な
（instrumental）理由である。ペティットは，評価を欲す
る本質的な（intrinsic）理由についても若干の考察を
行っているが（Pettit and Brennan 2004: 29-31），それが
十分に展開されているとは言い難い。
 8 欲求が行為に対して及ぼす能動的統制および仮想的統
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